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今までやってきたこと

この10数年文科系向教養科目としての「物理学」を

担当してきた。平成5年度のカリキュラム改訂以前は、

教養課程の自然系科目が全学部2科目必修になってい

たこともあって、この授業開設当初は聴講者がかなり

多く、2クラスに分けて開講し、計500人以上の年も何

年かあった。しかし、この5、6年は、年々減少して

100人以下となり、1クラスにもどした。今回の改革後

は必修のわくが外されたので、もっと減ると思ったが、

それでも平成6年度は70人程度聴講した。

旧教養課程の制度では、授業科目編成がかなり固定

的に考えられていたために、学問分野別ではなく、テー

マ別の科目を工夫して科目名をつけて開講することが

いろいろと面倒であった。そこで、たまたま物理学科

目に所属する教月が担当する主題科目的内容の授業が

「物理学」という名で開講されていただけで、当初か

ら、文科系学生に物理学の基礎や入門を講述する意図

はなかった。「自然・人間・エネルギー」というテーマ

を設定して、自然の組合的理解と、人間がエネルギー

を利用することの地球的・文明的意味を考えることを

めざしたもので、このことは講義概要にも明記してお

いた。内容は、高校の理科Ⅰ程度の学力を期待しなが

ら、エネルギーとは何かという物理学的な話が約半分、

他は地球のエネルギー収支、人間のエネルギー利用の

歴史と地球的影響、原子力利用の問題点等々である。

話の進め方や引用する資料などは年々少しずつ工夫し

てきたつもりではあるが、大筋としては10年1日の如

くマンネリ化した一方通行的講義と試験問題の繰り返

しであったということになるのかもしれない。

同じようなことを1（）何年かくり返しながら、対象学

生は毎年代わるわけだから、授業への取り組みや理解

の仕方などいろいろな面での変化を、ほぼ同じ尺度で

観ることができる。しかも、たまたまある年のクラス

の偶然的な雰囲気のちがいというようなことではなく

10年の桁の時間経過のなかでおきる社会や教育事情の

変化に対応していると考えられる系統的現象をも感じ

とることがある程度可能である。しかし、この辺のと

ころを客観的に調べる教育研究の手法の開発は今後の

問題であり、ここでは感覚的な話しかできない。

“理科離れ”と“理科嫌い”

最近、わが国の教育事情の問題としで‘理科離れ”の

傾向が指摘されている。現在、世間的に言われている

理科離れとは、学校の成績のよい子ども達が理工系の

方へ志望する割合が減ってきているという一種の危機

感の表明であろう。これは一般的に“先進国”に共通し

たことであるようで、その原因や背景については教育

関係の人々の間ではかなり論じられている。現代の科

学技術文明に対する無自覚的な不安や不信から、本来

理工系に向いているのに神秘主義的・不可知論的自然

観に惹かれる若者が多くなってきていることは事実で

ある。

ところで文科系の大学生について言えば、彼らは既

に理科離れしてしまっているわけで、自然科学を専門

教育として取り組むことは考えていない人たちであ

る。しかし、従来も改革後もー貫して教養教育の必要

性は言われており、「幅広く深い教養及び捻合的な判断

力を培い、豊かな人間性を洒養する……」ことを理念

として文科系向自然科学の授業は開設されている。そ

れでは実際の担当者は、この理念を具現するにはどう

すればよいかが問われることになる。授業は担当者

と学生の相互作用で成り立つものであることを大前提

とすれば、学生の資質や傾向に教具が無関心であるこ

とは許されない。率直に言って最近の文科系学生は、
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(全部で はな い が) 自分の 進路として理科離れ しただけ

では なく
､
極端 に

"

理科嫌 い
”

に な っ て い る と考えざる

を得な い ｡ つ まり､ ブ ツ リ ､ カガ タ - -

等々 学校の教

科 としての科目に強 い ア レ ル ギ ー を 示すの である｡ 皮

肉な言 い 方をすれば ､ 必修ではなくな っ た自然系の｢物

理学概論+ と いう看板の つ い た科目をあえて聴講した

数1 0 人 の 文科系学生は ､ 今時に して はそれ程
"

理科嫌

い
”

な人た ちではな い と言える の かもしれ な い ｡

数学や物理は どうも苦手だ と いう人は ､ 5 0 年以上前

の 戟前 ･ 戦中の エ リ ー ト学生の 中にも勿論 い た こ とは

確か であろう｡ 学校時代の苦手な科目が ､ 自分 の将来

の 進路を決めるある程度の要素に なる ことは事実だろ

うが ､ 今 日 の ような理科嫌 い の傾向は ､ 戦後わが国に

おける高度経済成長以後の特徴で あるように思わ れ

る ｡
こ の要因を､ 偏見をおそれず推測すれば大別して

二 つ あると思う｡

一

つ は ｢ 体験+ の 不足である ｡ 高度に都市化 した過

密社会にあ っ て､ 子 ども達が成長する過程で ､ 野山や

水 ､ 草木や動物な ど の 自然を普段に体験する機会が希

薄にな っ た こ と｡ ま た､ 生活 の場にお ける様々 な営み

に､ 子 ども達を日常的に関わらせ る家庭状況で はなく

なり､ 家事労働や 工作な どの作業体験が不足して い る

こ とである｡ 子 ども達は ､ そ の ような体験を通じて身

に つ けなけれ ばならな い 多くの セ ン ス (感覚的能力)

が
"

未発達
”

の状態にあると考えられ る｡

"

お もしろ い なあ .

/
”

､

"

ふ しぎだなあ .

/
”

と 心から感

じた こと
､
お そ ろし い 目をした こと ､

い た い 目をした

こ と
､
あ つ い 目をした こ と等々 の なかか ら､ 生活や 自

然に対する興味
･ 関心や問題意識､ そしで情緒や身体

的適応能力が培われてくるもの であろう｡

二 つ に は学歴偏重の 風潮による序列競争｡ 戟後わが

国における高等教育の 普及 (大衆化) はそれ自体望ま

し い こ と ではあるが ､ そ れ と併行して蔓延してきた学

歴偏重の 風潮によ っ て ､ 小
･

中学校 の段階か ら学校 の

成績 ( 点数) による縦の 序列競争が促進されてきた｡

こ の こ と が子 ども達 の 塾通 い 等 の
"

多忙化
”

を生み だ

し
､ 結果として前述の ような体験不足による未発達を

助長する悪循環にもな っ て い る｡ こ のような状況の な

か で
､ 学校 の 点数をかせ ぐとなれば ､

未消化の知識項

目を暗記する しか な い こ とになる｡ 意味 の よくわか ら

な い こ とを暗記させ られる苦痛は､ 文科系の科目に比

べ て理科の場合特に著し い であろうと想像 できる｡ こ

の ような世の 中の 子育て事情の なか で育 つ 子 ども達の

多くが ､ 強度な理科嫌 い症状を呈するの はむ しろ必然

的結果だ と言えるだ ろう｡

自分は子 どもの 頃か らの 生活を通して ､ 自然そ の も

の には興味もあり､ 理解しようとする関心もあるが､

そ れよりは文学や芸術､ または法律や経済を学んで ､

そ の 方面の仕事をした い と いう
"

理科離れ
”

学生であれ

ば､ 大学で文科系向教養自然科学を担当するもの と し

では ､
かなりな程度楽観的な気持ちでや らせてもらう

こ とができると思うのだ が - -

｡

大学で何 をするか

すでに
"

理科離れ
”

し た学生であ っ て も､ できるだけ

自然の 正し い 認識と理解を培 っ て ､ 自然と人間の関わ

りを把握するこ とで ､
2 1 世 紀 - 向けて の 人類生存の課

題を考える知恵が育 っ てもら い た い ｡
こ の 切 なる願 い

と期待をこめ て､ 教養自然科学教育のあり方に つ い て

二 つ だけ提言した い ｡

(1) 講義科目はす べ て ｢ 主題科目+ と ｢ 捻ノ合科目+

として開設するこ と｡ : 教養科目としては ､ ｢物 理学+

とか ｢化学+ とか の 学術体系を論述す るの では なく､

自然 の 理解 へ 向けて の稔合的アプ ロ
ー

チを試み る こ と

だ と割り切 っ て ､ 特定範囲の現象や事象をテ ー マ とし

た授業をできるだけ多くの テ ー

マ に つ い て開設する｡

つ まり主題科 目を自然系の主要な柱と して､ そ の 中 の

い く つ かは人間 ･ 社会と の関連も取り入 れた ｢捻合科

目+ とすればよ い ｡ 特 に今後の課題としては､ 現代科

学技術文明の とらえ方に つ い て の教育を工夫する必要

があると考えて い る｡ 現代人(特に理科嫌 い の人たち)

の 科学技術に対する盲信 ､ 不信､ 無関心と いう分極状

況を払拭する ため に､ 新し い 世紀における社会設計の

視点を見据えた科学技術論教育が■求められ る｡

自然系主題科目の授業で は､ 担当者はみ なそれぞれ

に分化した専門分野の研究者であるわけだか ら､ 自分

が関係する狭 い 分野に つ い て の専門性の 高 い話になり

が ちである ｡ ま たそ の 方がやり易 い 面もあろう｡
しか

し これ では益々 理科嫌 い を助長する こと になる ｡

一

つ
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の テ
ー

マ に つ い て､ 物 理 ､ 化学､ 生物等々 広 い分野か

ら の有機的ア プ ロ ー チを試み る ことで
､ 対象として い

る事象の全体像を つ くるように
"

授業開発
”

しなければ

ならな い ｡ こ の場合､ 必要ならば､ 素朴な生活体験や

小
･

中学校で学習した事柄にまで立ち戻 っ て､ 理解 に

導く忍耐と寛容 と時間的余裕をも っ た計画が求められ

る
｡ ,

｢ 蝋燭 の科学+ フ ァ ラデ ー (岩波文庫､ 昭和25 年)

と い う 一

冊 の 本が い ま手元にある｡ こ れ は1 8 60 年 ､ 英

国 の科学者 マ イケ ル ･ フ ァ ラ デ
ー が少年少女の ために

行 っ た講話 (今 日 の 公開講座 のようなもの) の講義録

である｡
一

本 の ロ
ー ソ ク の 組成や燃焼の化学､ 焔 の 形

や構造､ 動き､ 熟､ 明 る さ等 の物理､ そ れ に ､ 大気 の

本性から動物の 呼吸と植物の 光合成まで広範な話題を

平易にしか も格調高く講述したもの で ､
わ が 国にお い

ても科学啓蒙書の 範として著名であ っ た ｡ 現在､ 大学

の教養科目や公開講座等で ､
こ の類 の授業は多く工夫

され展開されて い るが ､
こ の フ ァ ラデ

ー

の ｢ 蟻燭 の科

学+ は今 もそ の価値を失 っ て い な い であろう｡

(2) 実験
･

実習
･ 体験授業の 必要性に つ い て ｡

こ こ で は理工系の 基礎的科目として の｢ 0 0 学実験+

と いう類の授業の こ とを い っ て い る わけではな い ｡ 前

述 の ように ､ 子 どもの ときか らの 生活実践として の体

験 が不充分･ な状態 で ､
"

理 科離れ
‥

して しま っ て い る学

生に対して ､ 講義科目の 学習だけで はぴんと こな い こ

と の 理解を少しでも進め る支援策としての授業を開発

する必要を感じて い る ｡ 本来､ 自然科学教育では講義

の 中に実験実習も取り入れ る べ きだとする考え方は以

前か ら言われて い るが ､ 実際問題として ､ 施設設備等

の関係で困難な面もあり ､ ま た､ 間接的経験ならば場

合 によ っ ては実験よりも視聴覚教材を駆使する方が効

果的なときもある｡ そ こ で､ 人的 ･ 物的な条件が許す

範囲で､ 限られ た数の 学生が対象ではあ っ ても､ コ ン

ピ ュ
ー タ ー

実習とは別に ､

"

何 かをや らせ る授業
”

を企

画できな い かと考えて い る｡

本学 の教養科 目でも､ 従前か ら開設されて い た ｢ 地

学実験+ では ､ 人数は限られて い るが全学部に開放 さ

れており
､
天文観測や地質調査を通して宇宙や 地球を

体験 ･ 体感する こ とを目的として い た ｡ 毎年少数で は

あるが文科系学生も熱心に参加 して い る とき い て い

る｡ ま た､ ある私立大学では ､ 文科系学生を対象とし

た ｢ おあそび実験+ と いう授業が開設され て い た｡ 詳

し い こ とはわからな い が ､ 物理学 の木下是雄と いう先

生が創設されたもの で､
一

般 的な物理学実験の教科書

にあるような器材を使うだけで はなく ､ 家庭用品やお

もち ゃまで取り入れて ､ 運動 ､ 熟 そして電気等に関係

する現象を自分で つ くりだして観察する体験学習を目

的として い た｡ 多く の文科系女子学生が面白が っ て取

り組んだ ときく｡

理科離れ した学生で も､ ま た､ 理科と いう学校 の教科

は嫌 い で あ っ て も､
"

自然嫌 い
”

･

"

自然お ん ち( 音痴)
”

に だけはならな い ような感覚と理解力を養 っ ておく こ

とは高等教育を受けるもの の ｢義務+ でさえあると考

えて い る ｡ 自然と人間の共存が持続可能であるため に

も｡

高等教育を引き受ける大学として は､ 文科系学生に

対する自然科学教育の 機能開発と充実の 必要性は今後

益々 高まるであろうし､ ま た こ の こ とが大学自己評価

の 重要な柱 の
一

つ に な るもの と思 っ て い る｡
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